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秩父市の位置
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の時代から秩父地方の暮ら しを支えた秩父絹の大市がー ・六の日に立ち、江戸の問屋

との取引が行われ、また秩父札所三四観音巡礼や文人の往来もあり大いに賑わい、 三

百年の歴史を誇る日本三大曳山祭りの一つである「秩父夜祭」が生まれた。

明治維新後、明治 22年の市町村施行に伴い大宮町となり 、大正 5年秩父町と改称

された。昭和 25年 4月 l日県下七番目に市制を施行し、 その後、原谷村、尾田蒔村、

高篠村、太田村、 影森町等の町村合併、 更に平成 17年 4月 1日いわゆる平成の大合

併により吉田町、 荒川村、大滝村と合併して市域面積 577.69km2、行政人口 66，485人

(H26. 4. 1)の秩父市となった。


